
令和２年（２０２０年）１１月１日３ こだいら 市　議　会　だ　よ　り
　

令
和
元
年
度
の
決
算
議
案
が
９
月

定
例
会
最
終
日
に
提
出
さ
れ
、
議
会

で
は
審
査
の
た
め
の
特
別
委
員
会
を

設
置
し
ま
し
た
。
特
別
委
員
会
は　
１０

月　

日
か
ら
４
日
間
開
催
さ
れ
、
い

１３
ず
れ
の
議
案
も
認
定
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。
今
後
、　

月
定
例
会

１２

初
日
に
委
員
長
報
告
を
行
い
、
そ
の

後
採
決
す
る
予
定
で
す
。

【
一
般
会
計
】

　

歳
入
総
額
６
百　

億
２
百　

万
５

７７

３６

千
円
、
歳
出
総
額
６
百　

億
６
千
８

５５

百　

万
円
、
実
質
収
支
は　

億
３
千

４２

２１

２
百　

万
６
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

８６

　

歳
入
で
は
、
市
財
政
の
根
幹
を
な

す
市
税
に
つ
い
て
、
個
人
市
民
税
や

固
定
資
産
税
が
増
と
な
り
、
決
算
に

お
い
て
は
、
３
年
連
続
し
て
前
年
度

を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化

リ
フ
ォ
ー
ム
や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去

費
用
の
補
助
拡
充
、
家
庭
ご
み
有
料

化
及
び
戸
別
収
集
の
開
始
、
学
童
ク

ラ
ブ
の
３
ク
ラ
ブ
開
設
、
花
小
金
井

南
中
学
校
地
域
開
放
型
体
育
館
の
建

設
着
手
、
駅
前
再
開
発
事
業
の
推
進
、

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
の

推
進
な
ど
、
第
三
次
長
期
総
合
計
画

に
沿
っ
た
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
税
収
入
は
前
年
度
を
上
回
り
ま

し
た
が
、
各
種
財
政
指
標
は
悪
化
し

て
お
り
、
さ
ら
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
市
税
等

の
大
幅
な
減
収
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、

非
常
に
厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

状
況
の
中
で
、
真
に
必
要
と
さ
れ
る

事
業
を
し
っ
か
り
と
進
め
る
た
め
に
、

今
後
も
財
政
調
整
基
金
残
高
の
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
選
択
と
集
中

の
取
組
を
推
進
し
、
持
続
可
能
な
財

政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

歳
入
総
額
百　

億
８
千
６
百　

万

７０

４６

円
、
歳
出
総
額
百　

億
７
千
３
百　

６９

８６

万
円
、
実
質
収
支
は
１
億
１
千
２
百

　

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

６０
　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行

に
伴
い
、
被
保
険
者
数
が
減
少
す
る

一
方
で
、
医
療
の
高
度
化
が
進
展
し

た
影
響
を
受
け
、
１
人
当
た
り
の
医

療
費
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税
が

前
年
度
に
比
べ
１
億
３
百　

万
５
千

９３

円
、
２
・
８
％
の
減
と
な
り
、
一
般

会
計
繰
入
金
は　

億
６
千
万
円
を
繰

２０

り
入
れ
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
が
前
年

度
に
比
べ
１
億
７
千
６
百　

万
１
千

４１

円
、
１
・
６
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
】

　

歳
入
総
額　

億
３
千
４
百　

万
７

４３

８４

千
円
、
歳
出
総
額　

億
１
千
３
百　

４３

４０

万
６
千
円
、
実
質
収
支
は
２
千
百　
４４

万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
被
保
険
者
数
の
増
な

ど
に
よ
り
保
険
料
が
前
年
度
に
比
べ

５
千
６
百　

万
７
千
円
、
２
・
６
％

７９

の
増
と
な
り
、
歳
出
で
は
、
療
養
給

付
費
負
担
金
の
増
な
ど
に
よ
り
広
域

連
合
納
付
金
が
前
年
度
に
比
べ
１
億

１
千
９
百　

万
７
千
円
、
３
・
０
％

５０

の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

小
平
市
の
対
象
者
は
２
万
３
千
３
百

　

人
と
な
り
、
前
年
度
よ
り　

人
、

３４

７０８

３
・
１
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

　

歳
入
総
額
百　

億
８
千
４
百　

万

３６

８８

円
、
歳
出
総
額
百　

億
６
千
３
百　

３４

３４

万
１
千
円
、
実
質
収
支
は
２
億
２
千

百　

万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

５３

　

歳
入
で
は
、
法
定
負
担
割
合
に
応

じ
た
国
庫
支
出
金
等
の
増
に
よ
り
前

年
度
に
比
べ
６
・
０
％
の
増
と
な
り
、

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
等
の
増
に

よ
り
前
年
度
に
比
べ
６
・
３
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

　

第
１
号
被
保
険
者
数
は
４
万
５
千

２
百　

人
、
要
介
護
、
要
支
援
の
認

４９

定
者
数
は
９
千
３
百　

人
と
な
り
、

７０

と
も
に
前
年
度
よ
り
増
加
し
ま
し
た
。

【
下
水
道
事
業
会
計
】

　

本
決
算
は
、
地
方
公
営
企
業
法
を

適
用
し
た
初
年
度
決
算
と
な
り
ま
す
。

　

収
益
的
収
入
は　

億
１
千
３
百　

４４

４０

万
９
千
円
、
収
益
的
支
出
は　

億
１

３９

千
３
百　
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

７３

ま
た
、
資
本
的
収
入
は
９
億
８
千
４

百　

万
８
千
円
、
資
本
的
支
出
は　

７３

１８

億
９
千
５
百　
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

２８

　

下
水
道
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
浸
水

対
策
及
び
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
対

策
等
に
取
り
組
ん
だ
ほ
か
、
地
震
対

策
で
は
、
こ
れ
ま
で
対
象
外
と
し
て

い
た
重
要
な
下
水
道
施
設
に
つ
い
て
、

耐
震
診
断
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
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令和元年度決算

特別委員会を
設置

（市長提案の説明要旨）

単位：円

合計

会　　派　　名　　・　　人　　数（令和２年３月３１日現在）

説明経費項目 まちづくり
市民こだいら

生活者
ネットワーク

日本共産党
小平市議団一人会派の会フォーラム

小平
市議会
公明党政和会

１人３人３人４人４人６人７人

９,２４０,０００３３０,０００９９０,０００９９０,０００１,３２０,０００１,３２０,０００１,９８０,０００２,３１０,０００交付決定額（Ａ）

１,８５４,１９７０２４０,５７８０３０４,２９０４７５,１４１９,７１０８２４,４７８会派が行う市の事務、地方行財政等に関する調査
研究及び調査委託に関する経費調査研究費

支　

出

９６２,３７５２６,７００２５,０００１５３,１５２５２,０８７１０,９０６６９４,２５０２８０会派が研修会を開催するために必要な経費及び団
体等が開催する研修会の参加に要する経費研修費

２,５７４,８０９３４２,６３８４８５,３６９４５３,２０００６５７,２１４３０３,５５１３３２,８３７会派が行う活動及び市政について市民に報告する
ために要する経費広報費

８０４,９２７００００００８０４,９２７
会派が行う市民からの市政及び会派の活動に対す
る要望、意見の聴取、市民相談等の活動に要する
経費　

広聴費

００００００００会派が要請及び陳情活動を行うために必要な経費要請及び
陳情活動費

００００００００
会派が行う各種会議を開催するために必要な経費
及び団体等が開催する意見交換会等各種会議への
会派としての参加に要する経費　

会議費

３１７,７５３０９２,９３０１９,１９０１１３,５８４２０,５９０６６,５６６４,８９３会派が行う活動に必要な資料の作成に要する経費資料作成費

５７１,９１１０１７３,３７１１０２,２７６９７,６２４５８,９６８８５,５６４５４,１０８会派が行う活動に必要な図書、資料等の購入に要
する経費資料購入費

００００００００会派が行う活動を補助する職員を雇用する経費人件費

００００００００会派が行う活動に必要な事務所の設置及び管理に
要する経費事務所費

７,０８５,９７２３６９,３３８１,０１７,２４８７２７,８１８５６７,５８５１,２２２,８１９１,１５９,６４１２,０２１,５２３支出合計（Ｂ）

２,２２０,６１４００２６２,１８２７５２,４１５９７,１８１８２０,３５９２８８,４７７返還額（Ａ－Ｂ）

令和元年度（改選後５月分以降）　 会派別収支状況

政政政政政政政政政政政政 務務務務務務務務務務務務 活活活活活活活活活活活活 動動動動動動動動動動動動 費費費費費費費費費費費費 収収収収収収収収収収収収 支支支支支支支支支支支支 報報報報報報報報報報報報政 務 活 動 費 収 支 報 告告告告告告告告告告告告告

　政務活動費とは、地方自治法第１００条第１４項から第１６項まで及び小平市議会政務活動費の交付に関する条例の規定により、議員の調査研究その他の
活動に資するため、必要な経費の一部として、議会における会派に対して交付されるものです。
　会派の所属議員数に応じ、１人当たり月額３万円を掛けた金額がその年度に交付されます。交付を受けた会派には、年度終了後に政務活動費収支
報告書を提出することが義務づけられています。

　令和元年度（５月分以降※）の政務活動費について、収支を報告します。
※令和元年５月に議員の改選が行われたため、改選後の議員任期における令和元年５月分以降について報告します。

各会派の収支報告書や領収書等は、議会図書室でご覧いただけるほか、ホームページでも公開しています。
詳しくは小平市議会のホームページ（https://www.city.kodaira.tokyo.jp/gikai/）をご覧ください。

政務
活動費
とは


